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生産量，uは主観的な確率密度 dΓ(u)（Subjective Probability Density）をも
つ未知のランダム変数を表す。任意の uの水準に対して pと Yは逆相関の
関係にあり，かつ uの上昇（低下）は需要の増加（減少）と関係するもの
と仮定する。
　（1）式を pおよび Yについて明示的に解くことができるとき，それを p
について解いた式は生産量の設定を行う不完全競争企業の需要関数とみなす




ここで，Pi, τ および Yi, τ は企業 iの τ 期における生産物価格および生産量を
















 ， ， ， を仮定する。生
産活動において企業は資本ストックに関する意思決定を当該企業の生産物に
対する需要，すなわち ui, τ が判明するよりも前に行う必要がある。他方，労
働投入に関しては相対的に資本よりも柔軟に調整することが可能である。そ














































































は，需要 ui, τ が判明するよりも前に意思決定が行われる先決変数である。と
ころが，必要労働投入量はランダム変数 ui, τ の関数でもあるから確率変数で
ある。したがって，（18）式において必要労働投入量関数を（11）式のよう
に期待オペレータ Eの外へ出すことはできない。
　ところで，2つのランダムな変数 Xと Yについて，cov(X, Y) = E(XY)－
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る。このときの最適資本量は K0，最適労働投入量は NAである。点 Bおよび


































































































































メータとみなすこともできる。すなわち，η 0 であるとき，（V*－V） 0
となるから，それは企業のリスク選好が回避的であることを意味し，逆に











































































































































































と考えるわけである。すなわち，すべての i≠ jについて，π i, τ － Eπ i, τ = φ i, τ(π j, 
τ － Eπ j, τ)+ ω i, τ が成立する場合である。ここでは，cov(π j, τ, ω i, τ)= 0，かつ Eω i, τ 
= 0 が仮定される。





















 11） Hartman（1972）の価格変数の不確実性についての議論の詳細は，注の 8）を
参照せよ。
 12） （35）式の導出に関する詳細は，永冨（2011b）を参照されたい。
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